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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

  最近の業績動向を踏まえ、平成 22 年 8 月 6 日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしました

のでお知らせいたします。 

記 

 

平成 23 年 3 月期第 2四半期(累計)個別業績予想数値の修正(平成 22 年 4 月 1日～平成 22 年 9 月 30 日) 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

26,900 

百万円

1,630 

百万円

1,690 

百万円 

680 

円 銭 

22 46 

今回発表予想（Ｂ） 26,466 2,446 2,396 1,103 36 56 

増減額（Ｂ－Ａ） △433 816 706 423  

増減率（％） △1.6 50.1 41.8 62.2  

 

平成 23 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正(平成 22 年 4 月 1日～平成 23 年 3 月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円

54,900 

百万円

4,170 

百万円

4,290 

百万円 

2,000 

円 銭 

66 06 

今回発表予想（Ｂ） 54,500 5,270 5,270 2,560 84 84 

増減額（Ｂ－Ａ） △400 1,100 980 560  

増減率（％） △0.7 26.4 22.8 28.0  
 
修正の理由 

売上高につきましては、第 1 四半期は激しい企業間競争のもと苦戦を強いられましたが、第 2 四半期は

7 月に発売した「フリーフィット」（超軽量・超弾性ポリアミド樹脂フレーム）が大変な好評をいただき回

復基調となりました。しかしながら、累計期間としては計画比未達の見込みとなりました。 
利益につきましては、ＰＢ商品の販売比率の上昇やセールの回避などから、売上総利益率が計画を上回

る見込みとなりました。販売費及び一般管理費につきましては、全社的なコスト削減努力により計画対比

圧縮できたことから、営業利益、経常利益、当期純利益ともに前回の業績予想を上回る見込みとなりまし

た。 
下期につきましては、足元の状況を勘案した結果、営業利益、経常利益、当期純利益ともに当初予想を

上回る見込みとなりましたので、通期の業績予想を修正いたします。 
（注）業績予想につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に

基づいており、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
以 上 

 


